
人材育成環境の構築の課題

研究データエコシステム構築事業シンポジウム2024
パネルディスカッション「研究データ管理をスタートするための最大の課題は？」
2024年10月9日（水） 13 : 25～15: 15 

【共同実施機関】大阪大学（人材育成）   
D3センター 甲 斐 尚 人



◆ 研究データ管理の重要性の浸透が必要
• いくつかの組織が独自で教材等を作成し展開が始まっている状況

• 既存の基礎的な知識を学習する教材の中身はおおよそ共通している

⇒整理・統合あるいは新規開発して、（カリキュラム等を含む）効率的な展開が必要

◆ 研究領域・研究分野ごとの実践的教材が必要
• 基礎的教材の展開が主で、研究データ管理の実践で必要な教材がない

• 短期間での実践的教材の網羅的な整備は難しい

⇒研究データライフサイクル毎の教材例の作成・提示が必要

◆ 人材育成環境の水平展開
• 各機関ごとにLMS等の環境が異なるため、LAを見据えた動画教材の水平展開が難しい

⇒既に全国展開されている学認LMSの活用が必要

現状と課題



1. 研究データ管理の重要性の浸透が必要

オープンサイエンス推進室が司令塔となって、

学内のRDMを普及・推進

• 研究データポリシーを策定

• 研究データエコシステム構築事業の

 計画・実施

• 10/1にD３センターが発足

（サイバーメディアセンターとデータビリティ

フロンティ機構が統合）

• OA加速化事業の各種施策を計画

研究推進本部オープンサイエンス推進室
●オープンサイエンス推進
●各実施項目の進捗管理 教員：７名、職員：３名

室長 研究担当理事

副室長 サイバーメディアセンター 招へい教授

室員

① 附属図書館研究開発室 准教授
 ② サイバーメディアセンター 教授
 ③ データビリティフロンティア機構 教授
 ④ 経営企画オフィス 教授
 ⑤ コアファシリティ機構 准教授
 ⑥ 研究推進部長
 ⑦ 情報推進部長
 ⑧ 附属図書館事務部長

オブザーバー
・社会技術共創研究センター長・教授
・共創機構 教授

事務担当 研究推進部研究企画課

～2024.9.30



本事業の取り組みを学内で先行して実施・推進

• 研究データ管理基礎編教材の作成
⇒ 新任教員研修（FD）の実施
⇒ 大学院生への講義実施を計画中
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本事業の取り組みを学内で先行して実施・推進

• 研究データ管理実践編教材の整備
⇒ 一部を新任教員研修（FD）で実施中
⇒ 授業前の事前学習に活用中

人文学研究科と協働



◆学内展開

「小規模分析室測定データ集約配信システム」を導入済みの計８部局に教材を展開予定

（基礎工、工、歯、薬、超高圧電顕センター、レーザー研、理、コア工作）

◆学外展開

ユースケースで本学と同仕様のシステムを導入した阪奈機器共用ネットワークに展開予定

（大阪公立大学、奈良工業高等専門学校）

RDM実践編教材（実験データ）コアファシリティ機構と協働

2. 研究領域・研究分野ごとの実践的教材が必要（地域連携）



DMP作成
（研究PJ始動）データ

取得・収集

データ
分析 成果発表

論文・データ
公開 データ
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組織に特化した環境ではなく、全国で展開可能な環境の構築を目指す
⇒ JPCOAR等の教材作成の取り組みを継承・活用
⇒ 各大学との連携や体系化した整理を実施

研究代表者 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

研究者 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ポスドク
院生・大学生

？ ？ ？ ○ ○ ○ ？ ？ ？

研究支援者

研究系 ◎ ○

情報系 ◎ ○ ○

図書系 ○ ◎ ◎ ◎

…
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教材
連携

教材
連携

カリキュラム
連携 効果的な人材育成リソースの統合・新規開発・全国展開

研究データライフサイクル

データ
保存・共有

データ
加工

データ
利活用

3. 人材育成環境の水平展開（持続的な仕組みとするための取り組み）



組織に特化した環境ではなく、全国で展開可能な環境の構築を目指す
⇒ 各研究機関が利用できる全国基盤（学認LMS）を活用



ありがとうございました
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